津下四 郎左衛 門 



メ. 4 區ダ 



津下四 郎左衛 門 は 私の 父で ある。 (私と は 誰かと 云 

ふこと は 下に 見えて ゐ る。) しかし 其 名 は 只 聞く 人の 

耳に 空虚なる 固有名詞 として 響く のみで あらう。 それ 

さう もく 

も 無理 は 無い。 世に 何の 貢献 もせずに 死んだ、 艸 木と 

同じく 朽ちた と 云 はれても、 私 はさう でない と 弁ずる 

ことが 出来ない。 

かう は 云 ふ ものの、 若し 私が ここに 一 言 を附け 加へ 

たら、 人が、 「ああ、 さう か」 とだけ は 云って くれる だ 

その 

らう。 其 一 言 はかう である。 「津下 四 郎左衛 門 は 

横 井 平 四 郎の首 を 取った 男で ある ご 

ちゃう ど 

丁度 世間の 人が 私の 父 を 知らぬ やうに、 世間の 人 は 



横 井 は 門人 を 遣って 伝習 させた。 池 辺 は 長 崎の 

たかし ましう はん かう む 

高 島 秋 帆の 弟子で、 高 島が 嫌疑 を 被って 江戸に 召し 

寄せられた 時、 一 しょに 拘禁 せられた 男で ある。 兵器 

とそれ を 使 ふ 技術と も ョォロ ツバが 優って ゐ たの を 横 

井 は 知って ゐた。 横 井が 四十 四 歳の 時の 事で ある。 

翌年 横 井が 四十 五 歳に なった 時、 力 erry が 横 浜に 来 

た。 横 井 は 早く も 開国の 必要 を 感じ 始めた。 安政 元年 

に は 四十 六 歳で、 ロシアの 使節に 逢 はう として 長 崎へ 

& つた。 其 留守に は 吉田松 陰が 尋ねて 来て、 置 手紙 を 

きそく やう や 

して 帰った。 智者と 智者との 気息が 漸く 通 せられて 

来た。 翌年 四十 七 歳の 時、 長 崎に 遣って ゐた 門人が、 



か つよし くに しりあ ひ 

海軍の 事 を 研究し に 来た 勝義 邦と 識合 になって、 勝と 

まじ はリ 

横 井と が 交通し 始めた。 これ も 智者の 交 である。 慶 

応ニ年 五十八 歳の 時 横 井 は 左 平 太、 太平の 二人の 姪 を 

米国に 遣った。 海軍の 事 を 学ばせる ためであった。 此 

洋行 者 は 皆 横 井が 兄の 子で、 後に 兄 を 伊勢 太郎 と^ひ、 

ぬまが はさぶ らう 

弟 を 沼 川 三郎と 曰った。 横 井 は 初め 兄の 家 を 継いだ も 

のな ので、 其 家 を 左 平 太の 伊勢 太郎に 譲った。 

智者 は 尊王家の 中に も、 佐幕 家の 中に もあった。 し 

かし 尊王家の 智者 は 其 智慧の 光を晦 ますこと を 努めた。 

晦 ますの が、 多数 を 制する に は 有利であった からで あ 

しんて つ 

る。 開国の 必要と 云 ふこと が、 群集心理の 上に 滲 徹し 



なかった の は、 智慧の 秘密が 善く 保 たれた ので ある。 

此 間の 消息 を 一 の drame の 如くに、 観照 的に 鍊稠し 

ごいん そんかう ゐ のうへ こ はし 

て 見せた の は、 梧陰存 稿の 中に、 井上毅の 書き残した 

いはくら ともみ たま ま つみさ を 

岩 倉 具視と 玉 松 操との 物語で ある。 これ は 教科書に 

さへ 抜き出されて ゐ るの だから、 今更 ここに 繰り返す 

必要 は あるまい。 そんなら 其 秘密 はどうして 保 たれた 

いうき よ 

か。 岩 倉 村 幽居の 「裏の かくれ 戸」 は、 どうして 人の 

おろか 

耳目に 触れずに ゐ たか。 それ は 多数が 愚 だからで あ 

る。 

私 は 残念ながら 父が 愚であった こと を 承認し なく て 

はならない。 父 は 愚であった。 しかし 私 は 父 を 弁護す 



そつご 

になった 時、 父 は 其 勇 戦隊の 卒伍に 加 はらう とする に 

も、 幾多の 抗抵に 出逢った ので ある。 

人の 智慧 は 年齢と 共に 発展す る。 父 は 生れな がらの 

智者ではなかった にしても、 其の 僅に 持って ゐた智 

いとま や 

慧 だに 未だ 発展す るに 遑 あらず して 己んだ のか も 知 

れ ない。 又 人の 智慧 は 遭遇に よって 補足 せられる。 父 

は 縦し や 愚であった にしても、 若し 智者に 親近す る こ 

とが 出来たなら、 自ら 発明す る 所があった のか も 知れ 

ない。 父 は 縦し や 預言者た る 素質 を 有して ゐ なかった 

にしても、 遂に consacr§s の 群に 加 はる ことが 出来ず 

うか，、 

に 時勢の 秘密 を視ひ 得なかった の は、 単に 身分が 低 



人と 云 ふこと が 必ず 出る。 正義と は 尊王攘夷の 事で、 

むし 

因循と は 佐幕 開国の 事で ある。 開国 は 寧ろ 大胆な、 進 

取 的な 策で あるべき 害な のに、 それが 因循と 云 はれた 

の は、 外 夷の 脅迫 を懾れ て、 これに 屈従す るの だと 云 

ふ 意味から、 さう 云 はれた ので ある。 其 背後に は 支那 

いてき かんしん 

の 歴史に 夷狄に 対して 和親 を議 する の は奸臣 だと 云 ふ 

ことが 書いて あるの が、 心理 上に reminiscence とし 

て 作用した。 現に 開国 を 説く 人 を 憎む 情の 背後に は、 

秦槍 の やうな 歴史上の 人物 を 憎む 情が 潜んで ゐ たの 

である。 鹿 太 は 早く 大きくな りたい と 願 ふと 同時に、 

早く 大きくな つて 正義の 人に なりたい と 願った。 



文久ニ 年に 鹿 太 は 十五 歳で 元服して、 額 髪 を剃リ 

たく お ほた ぶ さ 

落した。 骨 組の 逞 ましい、 大柄な 子が、 大綰 総に 結つ 

あっぱれ おとな 

たので 天晴 大人の やうに 見えた。 通称 四 郎左衛 門、 

なのり まさよし 

名告は 正義と なった。 それ を 公の 帳簿に 四郎 とば かり 

書かれた の は、 池 田家に 左衛 門と 云 ふ 人が あつたので、 

お ま. や +' 

遠慮した の ださう である。 祖父の 巿郎 左衛門 も、 公 

に は 矢 張 巿郎で 通って ゐた。 

鹿 太 は 元服す ると 間もなく、 これまで 姉の やうに し 

て 親んで ゐた 丈と、 真の 夫婦に なった。 此 頃から 鹿 

あべ もリゑ 

太 は 岡 山の 阿部 守衛の 内弟子に なって、 撃剣 を 学んだ。 

阿部 は 当時 剣客 を 以て 関西に 鳴って ゐ たので ある。 



隊の 行進 を 停めて、 其 男 を 呼び寄せさせた。 男 は 阿部 

守衛の 門人 津下四 郎左衛 門と 名告 つて、 さて 能呂 にか 

う 云った。 自分 は 兼て より 尊王の 志 を 懐いて ゐる もの 

である。 此度勇 戦隊が 編成せられ るに 就いては、 是非 

共 其 一員に 加 はりたい ので、 早速 志願した が、 一里 正 

かど 

の 子 だと 云 ふ 廉で御 採用に ならなかった。 しかし 隊の 

かどで よそ ひと とゾ 

勇ましい 門出 を 余所に 見て、 独り 岡 山に 留まる に 忍び 

ないから、 若し 戦闘が 始まったら、 微力ながら 応援い 

たさう と 思って、 同じ 街道 を 進んで ゐ るの だと 云った _ 

能 呂は其 風采 を も 口吻 を も 面白く 思って、 すぐに 伊木 

に 請うて、 四 郎左衛 門 を 隊伍に 入れた。 四 郎左衛 門が 



心安くな つた。 二人が 会合 すれば、 いつも 尊王攘夷の 

かう がい いは ゆる ゃゝ 

事を談 じて 慷慨し、 所謂 万機 一新の 朝廷の 措置に、 動 

けいせき あら は ぶんぐ わい 

も すれば 因循の 形迹が 見 れ、 外国人が 分外 の 尊敬 を 

あきたら ぎぢ やう 

受ける の を 慊 ぬ ことに 思った。 それ は 議定 参与の 

人々 の 間に は、 初から 開国の 下心が あって、 それが 漸 

く 施政の 上に 発露して 来たから である。 

或る日 二人 は 相談して、 藩籍を 脱して 京都に 上る こ 

とも れんこく もと 

とに した。 偕に 輦轂の 下に 住んで、 親しく 政府の 施設 

ひせい 

を 見ようと 云 ふので ある。 二人の 心底に は、 秕 政の 根 

き は くんそくかん た V- 

本 を 窮めて、 君側の 奸を 発見したら、 直ちに これ を 除 

きざ 

かう と 云 ふ 企図が、 早く も此 時から 萌して ゐた。 



なに を もって かてんめ いに かな はん げ うの しゅんに ゅづり しゅ ゑん これ まことにたい せいたり 

何以愜 天命。 所以 尭巽 舜。 是真為 大聖 ご 

これ は 共和政 を 日本に 行 はう と 云 ふ 意で はない。 横 井 

は 又 ョォロ ツバ や アメリカで 基督教が、 人心 を 統一す 

る 上に 於いて、 頗る 有力で あるの を 見て、 神 儒仏 三教 

せ いやう にせいけ ぅぁリ その をし へ はじゃうて い を もとと す 

の 不振 を 歎いた。 「西洋 有 正教。 其 教本 上帝。 

か いりつ もて ひと を みちびき ぜん をす すめて あくれい を こらしむ しゃう かこれ を しんぼうし 

戒律 以導 人。 勧善懲悪 戻。 上下 信奉 之。 

をし へ によりて はふせ い をた つ ちとけ う あ ひ はなれず ここ を もって ひと ふんれいす 

因教 立法 制。 治 教不相 離。 是以人 奮励 ご これ 

は 基督教 を 日本に 弘 めようと 云 ふ 意で はない。 同じ 詩 

あ- 'たうぐ のみち めいはく なること あさ の はるる がごと し 

の 末 解に も、 「嗟 乎 唐 虞 道、 明白 如 朝霽、 

これ をす てて もちふる こと を しらず あまんじて せいやう のれい となる 

捨之 不知 用、 甘 為 西洋 隸」 と 云って ある。 

横 井 は 政治 上に は 尊王家で、 思想 上に は 儒者であった。 



とつが は りき を とね を 

人 は 皆十津 川の 人で、 前 岡 力 雄、 中 井刀禰 雄と 云った。 

四 郎左衛 門 は 土屋信 雄と 変名して、 京都 粟田 白 川 橋 

南に 入る 堤 町の 三 宅 典 膳と 云 ふ もの ゝ 家に 潜伏して ゐ 

た。 そして 時々 七 人の 同志と 会合して、 所謂 斬奸の 

手 害 を 相談した。 然るに 生憎 横 井 は 腸 を % めて、 久し 

く 出勤し なかった。 邸宅の 辺 を 徘徊 t して 窺 ふに、 大 

ふばこ だ じ やうく わん しき リ わう へ ん 

きい 文箱 を 持った 太政官 の 使が 頻 に往 反する ばかり 

である。 

同志の 人々 はいつ そ 邸内に 踏み込んで 撃た うかと も 

思った。 しかし 此 秘密結社の 牛耳 を 執って ゐた 上田が 

聴かなかった。 なぜと 云 ふに、 横 井 は 処士に 忌まれて 



ゐる こと を 好く 知って ゐて、 邸宅に は 十分に 警戒 をし 

てゐ た。 そこへ 踏み込ん では、 六 人の 力 を 以てしても 

必ず 成功す ると は 云 はれなかった からで ある。 

歳暮に 迫って、 横 井 は 全快して 日々 出勤す る やうに 

なった。 同志の 人々 は 会合して、 来年 早々 事 を 挙げよ 

うと 議決した。 さて 約束が 極まった 時、 四 郎左衛 門 は 

訣別の ために 故郷へ 立った。 

四 郎左衛 門が 京都に 上って から も、 浮 田 村の 家から 

は巿 郎左衛 門が 終始 密使 を 遣って 金 を 送って ゐた。 同 

ギ J をん 

志の 会合 は 人 の 耳目 を 欺く ため に わざ と 祇園 新地 の 

あげや 

揚屋で 催された が、 其 費用 を 払 ふの は 大抵 四 郎左衛 門 



は 幼かった ので、 父が どんな 容貌 をして ゐ たか、 はつ 

きりと 思 ひ 浮べる こと だに 出来ない。 只 「坊主 好く 来 

ほ. ^も な 

た」 と 云って、 微笑みつ、 頭 を 撫で、 くれた こと だけ 

を、 微かに 記憶して ゐる。 両親と 母と に は、 余り 逗留 

ちょっと 

が 長くなる ので、 一寸 逢 ひに 帰った と 云った さう であ 

る。 父 は 夜の 明けぬ うちに 浮 田 村 を 立って、 急いで 京 

都へ 引き返した。 

明治 二 年 正月 五日の 午後で ある。 太 政官を 退出した 

横 井 平 四郎の 駕籠が、 寺 町 を 御霊 社の 南まで 来掛かつ 

すけの じょう 

た。 駕籠の 両脇に は 門人 横 山 助 之 丞と下 津鹿之 介と が 

引き 添って ゐる。 若党 上野 友 次郎、 松 村 金 三郎の 二人 



四 郎左衛 門が 意外の 抗抵に 逢って 怒 を 発し、 勢 鋭く 

打ち込む 刀に、 横 井 は 遂に 短刀 を 打ち落された。 四郎 

左 衛門は 素早く 附け 入って、 横 井 を 押し 伏せ、 髻を摑 

んで首 を 斬った。 

四 郎左衛 門 は 「引上げ」 と 一 声 叫んで、 左手に 横 井 

の 首 を 提げて 駆け出した。 寺 町 通の 町人 や 往来の 人 は、 

打ち合 ふ 一 群 を 恐る/ \ 取り巻いて 見て ゐ たが、 四郎 

ちがた な なまくび 

左衛 門が 血 刀と 生首と を 持って来 るの を 見て、 さっと 

道 を 開いた。 

此時横 井の 門人 下津 は、 初め 柳 田に 前額 を 一 刀 切ら 

かたさき 

れ たのに 屈せず、 奮闘した 末、 柳 田の 肩 尖 を 一 刀 深く 



は 前 岡、 中 井に 切リ まくられて、 跡へ 跡へ と 引いた。 

前 岡、 中 井 は 四 郎左衛 門が 横 井 を 討った の を 見た ので、 

方角 を換 へて 逃げた。 横 山に 額 を 切られた 鹿 島 も、 上 

すき うか V 

田 も、 隙を視 つて 逃げた。 同志のう ちで 其 場に 残つ 

たの は 深痍を 負った 柳 田 一 人であった。 

四 郎左衛 門の 投げ 附 けた 首 を 拾った 上野と 一 しょに、 

むくろ 力た はら 

下津が 師匠の 骸の 傍 へ 引き返す 所へ、 横 山 も 戻つ 

て 来た。 取り巻いて ゐた 群集の 中から、 其 外の 従者が 

ところ 

出て 来て、 下津 等に 手伝って、 身 首 所 を 異にして ゐる 

骸を 駕籠の 内に 収めた。 巿 中の 警戒 をして ゐた警 吏が 

大勢 来て、 柳 田 を 捕へ て往 つたの は、 此 時の 事で あつ 



たのが 驚歎 せられる。 それに は 横 井の 殺された 二三 日 

後に、 辻々 に 貼り 出された 文書な どが、 影響 を 与へ て 

ゐ るので あった。 此 文書 は 何者の 手に 出で たか、 同志 

の 干 り 知らぬ もので あつたが、 其 文章 を 推す るに、 例 

の 落首な どの 如き 悪戯で はなく、 全く 同志 を 庇護し よ 

うとした ものと 見えた。 貼 札 は 間もなく 警 吏が i: いで 

廻った が、 巿 中には 写し 伝へ たもの が少く 無かった。 

其 文 はかう である。 

「去ん ぬる 五日、 徴士横 井 平四郎 を、 寺 町に 於いて、 

ばく つき 

白日 斬殺に 及びし 者 あり。 一 人 は 縛に就、 余党 は 厳し 

いふ ざんかん のと いま 

く 追 捕せられ ると 云。 右 斬奸之 徒、 吾 未だ 其 人 を 



ひかくすべし この ゆ ゑ いやしくも ぎき ある 

桜 田の 挙 にも 可 比較。 是 故に 苟 有 義気 者、 愉快と 

そ も/、 かくの ごとき ようそく 

称せざる はなし。 抑 如 此 事変 は、 下情の 壅 塞せ る 

より 起る。 前に は 言 路洞開 を 令 せらる と雖 も、 空名 

じつ かう ちゃく ころう 

のみに して 其 実な し。 忠誠 鲠直之 者 は 固陋な りと し 

ひんせき ぶまう 

て 擯斥せられ、 平 四郎の 如き 朝廷 を誣 罔す る 大奸賊 

登庸せられ、 類 を 以て 集り、 政体 を頹 壊し、 外 夷 愈 

ばっこ きいう にた へず しば/ \ たうぎ 

跋扈せ り。 有志 之士、 不堪 杞憂、 屢 正論 讜議 すと 雖、 

も 一つ ノ \ がーつ すな は かんく ゎレ た- 7 

雲霧 濛々、 毫も 採用 せられず。 乃ち 断然 奸魁 を斃し 

ようそく 

て、 朝廷の 反省 を 促す。 下情 壅 塞せ るより 起る と 云 ふ 

は即是 也。 切に 願 ふ、 朝廷 此 情実 を諒 とし 給 ひ、 

みことの リ かんね い 

詔 を 下して 朝野の 直言 を 求め、 奸佞を 駆逐し、 忠正 



私 は 母のお 蔭で、 東京大学に 籍を 置く までにな つた 

しゃう が い 

が、 種々 の障礙 のために 半途で 退学した。 私 は 今 其 

障礙を 数へ て、 めめしい 分疏 をした く は 無い。 しかし 

只 一 つ 言 ひたいの は、 私が 幼い 時から、 刑死した 父の 

桑ん そ，.' 

冤 を 雪が うと 思 ふ 熱烈な 情に 駆られて、 専念に 学問 を 

研究す る ことが 出来なかった とい ふ 事実で ある。 

人 は 或は 云 ふか も 知れない。 学問 を 勉強して、 名 を 

ゆ ゑん 

成し 家 を 興す のが、 即ち 父の 冤 を 雪ぐ 所以で はない か 

とい ふか も 知れない。 しかし それ は 理窟で ある。 私 は 

ひそ 

亡父の ために 日夜 憂悶して、 学問に 思 を 潜める ことが 

出来なかった。 燃える やうな 私の 情 を 押し 鎮める に は 



なくて はならなかった か。 其 父の 妻子が なぜ 日蔭 もの 

と：；.' とめ 

にならなくて はならぬ か。 かう 云 ふ取留 のない、 

tautologie に 類し、 circulus vitiosus に 類した 思想の 

連鎖が、 蜘蛛の 糸の やうに 私の 精神に 絡み 附 いて、 私 

なげう 

の 読み さした 巻 を閉ぢ させ、 書き 掛けた 筆 を 抛た せ 

たので ある。 

私 は 学問 を 廃して から、 下級の 官公吏の 間に 伍して、 

母子の 口 を 糊す る だけの 俸給 を 得た。 それから は 私の 

執る 職務が、 器械 的の 精神 上 労作に 限られた ので、 私 

は 父の 冤 を 雪ぐ と 云 ふこと に、 全力 を用ゐ ようとした。 

たと 

しかし それ は譬 へやう のない 困難な 事であった。 



記憶して ゐぬ こと を 記憶して ゐて くれたので、 私 は 未 

亡 人に、 父の 経歴 中の 幾多の details を 提供して 貰つ 

た。 今一 人 は 父 を 流離 瑣 尾の 間に 認識して、 久しく 家 

ざ うとく 

に 蔵匿せ しめて 置いた 三 宅 氏の 後た る武彦 君で ある。 

私 は 次に 父 を 弁護して くれた 二人の 名 を 挙げる。 丹 羽 

寛 夫君と 鈴 木 無 隠 君と である。 丹 羽 君は備 前の 重臣で、 

三千 石 取って ゐた 人で ある。 それが かう 云った。 四郎 

まいし や 

左衛門 を昧者 だと 云って 責める の は 酷で ある。 当時の 

日本 は 鎖国で、 備前は 又 鎖国 中の 鎖国であった。 岡 山 

の 人 は 足 を 藩の 領域の 外に 踏み出す ことが 出来な か つ 

た。 青年 共 は 女が 恋しくな ると、 岡 山の 西 一 里ば かり 



みやう ち とが 

の宫 内へ 住った。 しかし 人に 無礼 を せられても 咎める 

ことが 出来なかった。 咎める と、 自分が 備中界 に 入つ 

たこと が 露顕す るからで ある。 其 青年 共に 世界の 大勢 

に 通じて ゐ なかった の を 責める の は 無理で ある。 己 も 

京都に ゐた 時、 或る人 を 刺さう とした ことがある。 し 

さまた 

かし 事に 阻 げられ て果 さずに 岡 山に 帰った。 そのう 

せう さくわん 

ち 比較的に 身分が 好い ので、 少属に 採用 せられた。 

それから 当路 者と 交際して、 やう/^ 外国の 事情 を 聞 

おのれ 

いた。 己 は 智者 を 以て 自ら 居る わけで はない が、 己 

けんち 

と 四 郎左衛 門との 間に は 軒輊す る 所 は 無い 害 だと 云つ 

な いげ てん あら をせ い 

た。 鈴 木 君 は 内外 典に 通じた 学者で、 荒 尾 精 君 等と 国 



、c- や 

ぬと 思った。 稍 成長して から、 私 は 父 を 殺した の は 人 

ではない、 法律 だと 云 ふこと を 知った。 其 時 私 はねら 

まと 

つて ゐた的 を 失った やうに 思った。 自分の 生活が 無意 

味に なった やうに 思った。 私は此 発見が 長い 月日の 間 

私 を 苦め たこと を 記憶して ゐる。 

けみ しばら ばう ぜん 

私は此 内面の 争闘 を閲 した 後に、 暫く は惘 然とし 

てゐ たが、 思量の 均衡が やう やう 恢復 せられる と共に、 

せ つ ゑん 

従来 回 抱して ゐた 雪冤の 積極 手段が、 全く 面目 を 改め 

て 意識に 上って 来た。 私 はどうに かして 亡き 父 を 朝廷 

の 恩典に 浴 させたい と 思 ひ 立った。 父 は 王政復古の 時 

に 当って、 人に 先んじて 起って 王事に 勤めた ので ある。 



とに なった。 私 は 落胆して、 再び 自分の 生活が 無意味 

になった やうに 思った。 尤も 此 時の 苦悶 は、 昔 復讎 

の 対象 物 を 失った 時に 比べて、 余程 軽く 又 短かった。 

私が 老成 人に なって ゐ たため かも 知れぬ が 或は 私の 神 

経が 鈍くな つたた めだと も 思へば 思 はれる。 

私 はもう あきらめた。 譲歩に 譲歩 を 重ねて、 次第に 

小さくな つた 私の 望 は、 今では 只 此話を 誰かに 書いて 

貰って、 後世に 残したい と 云 ふ 位の ものである。 



き-.' かき 

聞 書 はこ こに 終る。 文中に 「私」 と 云って あるの は、 



津下四 郎左衛 門 正義の 子で、 名 を 鹿 太と 云った 人で あ 

る。 それだけの 事 は 既に 文中に 見えて ゐる。 それの み 

では 無い。 読者 は、 鹿 太が どんな 性質の 人で、 どんな 

境遇に ゐて、 どんな 閲歴 を 有して ゐ ると 云 ふこと も、 

うか ゾ 

お ほよ そ は 窺 ふこと が 出来た であらう。 

私 は此聞 書の 6diteur として、 多くの 事 を 書き 添へ 

る 必要 を 感ぜない。 只 これが 私の 手で 公に せられる こ 

とに なった 来歴 を 言って 置きたい。 私 は 既に 大学 を 出 

もと と V じらう 

て、 父の 許に ゐて、 弟 篤次郎 がま だ 大学に ゐた 時の 事 

である。 私 は 篤次郎 に、 「どう だ、 学生 仲間に えらい 人 

が あるか」 と 云った。 弟 はすぐ に 二人の 同級生の 名 を 



挙げた。 一人 は K と 云って、 豪放な 人物、 今一 人は津 

下 正 高と いって、 狷 介な 人物 だとい ふこと であった。 

弟 は 後に 才子 を 理想と する やうに なった が、 当時 はま 

だ 豪傑 を 理想と して ゐ たので ある。 K も 津下君 も 弟が 

私に 紹介した。 K は 力士の やうに 肥満した 男で、 柔術 

すき 

が 好であった。 気の毒な 事に は、 酒興に 任せて 強盗に 

まぎら はしい 事 をして、 学生の 籍を 削られた。 津下君 

は即鹿 太で、 此聞 書の auteur である。 

あ を じろ ほそおもて まゆね 

津下君 は 色の 蒼白い 細面の 青年で、 いつも 眉 根に 

皺 を 寄せて ゐた。 私 は 君の 一 家の 否運が wain のしる 

しの やうに、 君の 相貌の 上に 見 はれて ゐ たかと 思 ふ。 



は 各 其 主の ために 謀る 虞が あると 慮 つたが 故で あ 

る。 わたくし は此に 堂上 家の 名 を 書せ ずに 置く。 しか 

また 

し 他日 維新 史料が 公に せられたなら、 此 問題 は 復秘す 

もち 

る こと を 須ゐぬ ものと なる かも 知れない。 

浪人に は 十津川 産の 士が 多かった。 其 他 は 諸国より 

出て ゐた。 知名の 士 にして 親 兵の 籍に 入った ものに は、 

なかず ゐ うん さ い 

先づ中 瑞雲 斎が ある。 

うりかみ か はち 

中 氏 は 昔 瓜 上と 称し、 河内の 名 族であった。 承応ニ 

いづみの くに うつ よ S がう し 

年 和 泉 国 熊 取 村 五門に 徒って、 世 郷士 を 以て 聞え てゐ 

た。 此中 氏の 分家に 江戸 本 所 住の 三千 六 百 石の 旗本 

ねごろ そうけ 

根 来 氏が あった。 瑞雲 斎 は 根 来 氏の 三男に 生れて 宗家 



謙 一 郎の子 は 香 苗、 武夫、 幸 男で、 香 苗 は 税務 属、 武 

夫 は 台湾 総督府 技手、 幸 男 は 学生で 史学に 従事して ゐ 

る。 一 女 は 三 宅 典 膳の 孫徹 男に 嫁した。 わたくし は 幸 

男さん に 由って 此世系 を 聞く こと を 得た。 

とも みやた ちゅう 

瑞雲 斎と 事 を 与に した 人に 十津川 産の 宮太 柱が ある。 

もん ど 

当時 大木 主 水と 称して ゐた。 太 柱 は 和漢 洋の三 学に 通 

ずる を 以て 聞え てゐ た。 四 郎左衛 門 等の 獄に 連坐 せら 

れて、 三 宅 島に 流され、 赦に 遭うて 帰る こと を 得た。 

太 柱の 子犬 茂さん は 四 谷 区 北 伊賀 町 十九 番地に 住んで 

ゐる。 

うへ ひら あやま 

同じく 連坐 せられた 十津 川の 士上平 (一 に錯 つて 



下 平に 作る) 主 税は新 島に 流され、 これ も 還る こと を 

得た。 

との も 

一 瀬 主 殿 も 亦十津 川の 士で 連坐せられ、 八丈島に 流 

ゆる 

され、 後赦 されて 帰った。 

中等の 親 兵団 は 成らむ と 欲して 成らなかった。 是は 

神 田 孝 平、 中 井浩、 横 井 平 四 郎等に 阻まれた ので ある。 

此 時に 当って 天道 革命 論と 云 ふ 一 篇の 文章が 志士の 

間に 伝 へられた。 当時の 風説に 従へば、 文 は 横 井 平 四 

郎の 作る 所で、 阿蘇 神社の 社 司の 手より 出で、 古賀十 

郎を 経て 流 伝した と 云 ふこと である。 其 文に 曰く。 

そ なま 

「夫れ 宇宙の 間、 山川 草木 人類 鳥獣の 属 ある、 猶 人の 



ひゃくがい ゆ ゑ 

身体の 四 支百骸 あるが ごとし。 故に 宇宙の 理を 知ら 

ざ る 者 は、 身に 手足 の 具 ある を 知ら ざ る に 異な る こと 

なし。 然れば 宇宙 有る 所の 諸国 皆是れ 一 身体に して、 

よろ あきらか 

人な く 我な し。 宜しく 親疎の 理を 明 にし、 内外 同一 

つまびら か いにしへ 

なること を 審 にすべし。 古 より 英明の 主、 威徳 

あまね きき やう き やう きん 

宇宙に 溥く、 万国の 帰嚮 する に 至る 者 は、 其 胸襟 

くわった つ あ ひい 

闊達、 物と して 相容れ ざる ことなく、 事と して 取ら ざ 

る ことなく、 其 仁慈 化育の 心、 天下と 異なる ことなき 

かく さう せい 

なリ。 此の 如くに して 世界の 主、 蒼生の 君と 云 ふべき 

も そ その けん 

なり。 若し 夫れ 其 見 小に して、 一 体 一 物の 理を 知ら ざ 

る は、 猶 全身 痿 して 疾痛※ 痒 〔# 「やまいだれ + 可」、 



163-11〕 を 覚えざる ごとし。 百世 身 を 終る まで 開悟す 

る こと 能 はず。 亦憐 むべ からず や。 (中略) 今日の 如 

か いび やく 

き、 実に 天地 開闢 以来 興 治の 機運なる が 故に、 海外の 

諸国、 天理の 自然に 基き、 開悟 発明、 文化の 域に 至ら 

むと する 者少 からず。 唯 日本、 蕞爾 たる 孤島に 拠て、 

(中略) 行 ふこと 能 はず。 其の 亡滅を 取る こと 必 せり。 

すみやか ころうせ きへ い じ や うぢよ 

速 に 固陋 積弊の 大 害を攘 除し、 天地 無窮の 大意に 

基き、 偏見 を 看破し、 宇宙 第一 の 国と ならむ こと を 欲 

せ ずん ば あるべからず。 此の 如き 理を 推窮 せば、 遂に 

だいく わつ がん か ひのとう 

大 活眼の 域に 至らし むる 者 乎。 丁 卯 三月 南 窓 下 偶 書、 

ト 4IP。 」 



此三宅 左 近が 拙宅 (典 膳 宅) にて 御 先考 様と 出会し、 

剣術 自慢なる 故、 遂に 仕 合 ひいた し、 立派に 打 負け、 

それ 

夫より 敬服して 弟子の 如くな り 居り 候。 御 先考 様 は 其 

左 近の 宅に 酒 を 持ち 行かれし 者と 想像 致 候。 左 近 は 本 

名 佐 平と 申 候 ご 中 氏が 武彦 さんの 姻戚なる こと は 上 

か うぢ まち 

に 云った。 武彦 さん は 麴町区 土手 三番 町 四 番地に 住 

んでゐ る。 

本文に 四 郎左衛 門 を 回 護した と 云 ふ 女子 薰子は 伏 見 

しゅ リの だいぶ むすめ 

宫諸大 夫 若 江 修理 大 夫の 女 ださう である。 薫 子の 尾 

州 藩徴士 荒川甚 作に 与へ た 書 は 下の 如くで ある。 「当 

月 五日 横 井 平 四郎を 殺害 致し 候 者 御 処置 之 儀、 



いか ゾ のおん ぎ あらせられ そろ や 

如何 之 御 儀 に 被 為 在 候 哉。 是は御 役 辺 之 儀 故、 

け つ してう か > ふべ きぎ て はこれ なくさ ふら 

決 而可伺 儀に 而者無 之 候へ 共、 右 殺害に 及 候 者より 

まんえん 

差 出し 候書附 にも、 天主教 を 天下に 蔓延せ しめんと す 

かんぼう のよ しまう したて もっとも のみ 

る 奸謀之 由 申立 有 之、 尤 、 此書附 而已に 候へば、 公 

い つぼん はふん に つくる おそらく はならびに ひならん 

議を 借て 私怨 を 価 (一本 作 憤、 恐 並 非) 

候 哉 共 被 疑 候へ 共、 横 井 奸謀之 事 は 天下 衆人 皆 存知 候 

まう しがた く 

所に 御座 候 間、 公議 を 借 候と は 難 申、 朝廷 之 参与 を 

しょ せらる ベ く 

殺害 仕 候は不 容易、 勿論 厳刑に 可被処 候へ 共、 右 様 天 

下衆 人 之 能存候 罪状 有 之 者 を 誅戮仕 候 事、 実に 報国 

赤心 之 者に 御座 候 間、 非常 之 御 処置 を 以手を 下し 候 

げんぜられ そろ やうつ かま っリ たく かくの ごとく 

者 も 死 一等 を 被 減 候 様 仕度、 如 斯申上 候へば、 



船 枝 神社の 神職 西 田 次 郎と云 ふ 人が 蔵して ゐ ると 云 ふ。 

是は三 宅武彦 さんの 語る 所で ある。 

薫 子の 書 は 既に 印行せられ た ことがある。 それ は 

「開 成 学校 御 構内 辻 (新 次) 後藤 (謙 吉) 両氏 蔵版 遠近 

新聞 第五 号、 明治 二 年 四月 十日 発 兌」 の 冊 中に ある。 

新聞 は 尾 佐 竹 氏が 蔵して ゐる。 上に 載す る 所 は 倉 知 本 

を 底本と し、 遠近 新聞の 謄本 を 以て 対校した。 二 本に 

は 多少の 出入が ある。 倉 知 本の 自筆なる こと は 稍 疑 は 

しい。 

みまき 

御牧 基 賢さん の 云 ふ を 聞く に、 薫 子 は 容貌が 醜く か 

ぢょぢ やう ふ 

つたが、 女丈夫であった。 昭憲 皇太后の 一条 家に おは 



たと ひいくく わ いか ざせつに あ ふ も いぜん か はらず きう そき やう さう しう しう きょに て 

設使幾 回 遭 挫折。 依然 不変 旧 疎 狂。 早秋囚 居。 薫 

子 ご &ー顆 があって、 文に 「菅 氏」 と^って あった。 

若 江 氏 は菅原 姓で あつたと 見える。 是は倉 知 氏の 写し 

しんしう だんしい くせんまん 

て 寄せた ものである。 又 薫 子が 「神州 男子 幾千 万、 

たんが いす たれ かわれと おなじき もの あらん やと み 

歎 慨有誰 与 我 同」 の 句 を 書した の を 看た と 

云 ふ 人が ある。 



若 江 修理 大 夫の 女 薫 子の 事 は、 既に 一 たび 上に 補 

説した が、 わたくし は 其 後 本 多 辰次郎 さんに 由って、 

修理 大 夫の 名 を 量 長と 云 ひ、 曾て 諸 陵 頭たり しこと 



なま 

は 今 も 尚 残って ゐる」 と 書かれて 居る が、 その 拠る 処 

あきらか 

を 明 にしが たい。 

私 (芝 氏) は 量 長が 一 時 諸 陵 頭であった 関係から、 

其の 寮官 であった 故 谷 森 種 松 (後に 善臣) 翁の 次男 建 

男さん に 就いて 何 か 見聞して 居る こと はない か を 聞か 

うと 試みた。 (善 臣翁は 私の 外祖父、 建 男さん は 叔父 

に 当る ので ある。) その 言 はる、 所 はかう である。 京 

でみ づ 

都の 出水 辺に 若 江の 天神と いふ 小祠 があって、 その 側 

に 若 江 氏 は 住んで 居た。 十 歳 位の 時で もあった か、 或 

日 父に つれられて 若 江 氏の 宅を訪 うた 事が あった。 そ 

の 時 量 長の 娘で あると いふ 二人の 女子に も 会った。 妹 
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